
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
9. 教育費 5. 美術館学校連携事業

5. 社会教育費

6. 美術館費 美術館

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 414 △14 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

400 400

市内小・中学生が来館できるよう、交通手段の確保、資 学校の授業の一環として、芸術に触れる機会を作ること 小・中学生が美術を身近に感じられるようになり、豊か

料の配布、鑑賞プログラムの提案等を行い、美術館と学校が連携して美 で、児童や生徒に美術と美術館への関心を深めていただく。 な心を持った佐倉市民を育成することができる。

術の学習を実施します。

プログラムの内容：美術館送迎バス、出前授業、美術館鑑賞教室、美術

教材の貸出等

すべての小・中学校が来館した場合、交通手段を 豊かな心を持った佐倉市民を育成するためには、

確保しきれない。受け入れる美術館側の職員が少ない。 小・中学校から美術・芸術に親しむことが必要である。また、実施にあ

たっては、学校と協働して美術教育をおこなっていくことが大切である

。

11 163 102 61

14 237 237 0

差引一般財源 400 414 △14


